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今
年
七
月
か
ら
新
し
く
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
羽
水
高

校
育
成
会
顧
問
の
増
永
で
す
。
途
中
か
ら
の
登
板
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
力
で
任

を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
連
合
会
は
、
県
内
の
加
盟
総
数
三
十
三
校
（
公
立
三
十
二
校
、
私
立
一
校
）
に

よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
合
会
で
、
情
報
を
共
有
し
連
携
し
て
子
供
た
ち
の
た
め
の
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
七
月
に
、
北
信
越
地
区
高
Ｐ
連
研
究
大
会
福
井
大
会
が
「
再
発
見
！
愛
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
伴
い
発
生
す
る
諸
問
題
に
対
し
、
保
護
者
と
し
て
ど
う
対
処
す
べ
き
か
に
つ

い
て
の
各
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
発
表
と
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

田
辺
義
慶
氏
に
よ
る
記
念
講
演
で
は
、
今
後
の
活
動
へ
の
「
ヒ
ン
ト
」
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
柱
と
な
る
理
事
会
や
委
員
会
の
活
動
を
中
心
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
じ
め
や
ネ
ッ
ト
依
存
、
薬
物
乱
用
や
犯
罪
防

止
、
更
に
は
、
主
権
者
教
育
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
高

Ｐ
連
研
究
大
会
や
キ
ャ
リ
ヤ
ガ
イ
ダ
ン
ス
研
修
会
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
の
大
学
入
試
制
度
改
革
に
伴
う
進
路
指
導
の
見
直
し
や
約

二
十
五
％
し
か
な
い
県
外
進
学
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
率
の
向
上
な
ど
も
喫
緊
の
課
題
と
言

え
ま
す
。

　

学
力
・
体
力
の
向
上
と
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
身

に
つ
け
る
た
め
、
福
井
県
が
策
定
し
た
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
念
頭
に
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
を
更
に
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
目
的
は
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
家
庭
」、「
学
校
」、「
地
域
社
会
」
が
互
い
に
協
力
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
と
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
県
内
の
高
校
生
が

安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
た
め
の
活
動
や
保
護
者
と
教
職
員
の
た
め
の
研
修
行
事

な
ど
を
通
し
て
、
福
井
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
充
実
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
と
共
に
、
未
来
を
生
き
抜
く
確
か
な

力
を
身
に
付
け
た
子
ど
も
た
ち
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
役

員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
挨
拶	

増
永
哲
也

サッカー（福井・高志）決勝（資料提供：日刊県民福井）	
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平
成
二
十
八
年
度
の
年
次
総
会
が
六
月
一

日
（
水
）、
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ　

県
民
ホ
ー
ル
で
、

各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
会
員
百
七
十
八
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

　

渡
邉
英
明
副
会
長
の
「
開
会
の
こ
と
ば
」

の
後
、
挨
拶
に
立
っ
た
加
藤
貞
信
会
長
は
、

ま
ず
「
こ
の
一
年
を
振
り
返
れ
ば
、
全
国
高

Ｐ
連
大
会
、
北
信
越
高
Ｐ
連
大
会
へ
の
参
加

や
、
指
導
者
研
修
会
や
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
研
究
大
会
な
ど
で
は
、
代
表
校
の
活
動
発

表
や
講
演
を
聞
き
議
論
を
重
ね
、
現
状
や
課

題
の
共
有
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
」

と
話
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、「
ス
マ
ホ
依
存
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
問
題
に
つ
い
て
、
ス
マ
ホ
に
依
存

し
な
い
ル
ー
ル
作
り
な
ど
、
高
校
生
が
自
ら

提
言
・
発
信
す
る
『
ふ
く
い
脱
ス
マ
ホ
高
校

生
サ
ミ
ッ
ト
』
で
は
助
言
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
他
、
国
体
準
備
委
員
会
へ
の
参
加

や
先
端
的
生
命
医
科
学
者
な
ど
の
人
材
を
育

成
す
る
、
福
井
大
学
『
生
命
医
科
学
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
へ
の
参
加
な
ど
、
内
外
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

二
十
八
年
度
に
向
け
て
は
、
い
よ
い
よ
、

北
信
越
福
井
大
会
が
七
月
八
日
（
金
）
九
日

（
土
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、『
再
発
見
！
愛
』

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
さ
ら
な
る
深
化
を
目
指
し
、
大

会
が
成
功
す
る
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
こ
の
夏
の
参
議

院
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
る
選
挙
権
年
齢
十
八

歳
以
上
へ
の
引
き
下
げ
や
、
大
学
入
試
制
度

改
革
、
約
二
十
五
％
し
か
な
い
県
外
進
学
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
率
の
低
さ
、
高
校
生
の
県
外
流

出
な
ど
進
路
対
策
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。」
と
話
さ
れ
、
最
後
に
、
熊
本
地
震
や
い

ま
だ
復
興
が
進
ん
で
い
な
い
東
日
本
大
震
災

被
災
地
へ
の
支
援
の
継
続
を
訴
え
ら
れ
て
挨

拶
を
終
わ
ら
れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
古
谷
清
和
県
教

育
庁
学
校
教
育
幹
は
、「
県
は
昨
年
末
に
『
福

井
県
教
育
振
興
基
本
計
画
』
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
福
井
型
十
八
年
教
育
の
良
さ

を
そ
の
土
台
と
し
、
子
ど
も
た
ち
が
福
井
へ

の
誇
り
や
愛
着
を
持
ち
な
が
ら
、
自
分
の
夢

や
希
望
を
実
現
で
き
る
『
突
破
力
』
を
身
に

付
け
る
、
そ
の
よ
う
な
教
育
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
に
比
べ

て
福
井
県
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
日
二

時
間
以
上
の
利
用
は
約
三
割
と
、
全
国
平
均

の
半
分
以
下
で
す
。
こ
れ
も
学
校
・
御
家

庭
の
御
助
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
今
後
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
よ
り
よ
い
使
い
方
に
つ

い
て
話
し
合
う
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

い
じ
め
や
依
存
症
の
未
然
防
止
に
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、『
福
井
し
あ

わ
せ
元
気
国
体
』
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

三
十
年
開
催
と
い
う
こ
と
で
目
前
に
迫
っ
て

お
り
ま
す
。
高
校
生
も
徐
々
に
力
を
つ
け
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
な
お
一
層
の
育
成
・
強

化
の
た
め
、
県
と
し
て
も
保
護
者
の
皆
様
と

と
も
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
大
切
な
こ
と
は
、
本
年
夏
の
参
院
選

か
ら
選
挙
権
年
齢
が
十
八
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。
学
校
で
も
十
八
歳
以
上
の
生

徒
が
出
来
る
こ
と
と
出
来
な
い
こ
と
、
十
八

歳
未
満
の
生
徒
が
出
来
る
こ
と
と
出
来
な
い

こ
と
を
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き

ま
し
て
も
御
家
庭
、
保
護
者
の
皆
様
の
御
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

来
月
の
八
日
、
九
日
に
福
井
で
開
催
さ
れ

る
と
伺
っ
て
い
る
北
信
越
大
会
で
は
、
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
福
井
の
教
育
に
関
心
の
あ

る
方
も
、
大
勢
来
県
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
本
県
の
教
育

に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
発
信
し
て
頂
き
、

実
り
の
大
き
い
大
会
に
な
る
と
と
も
に
、
全

国
大
会
同
様
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
ら
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
藤
澤
春
和
県
高
等
学
校

長
協
会
長
（
武
生
高
校
校
長
）
は
、「
三
浦
綾

子
さ
ん
の
小
説
『
氷
点
』
の
中
に
次
の
よ
う

な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。『
一
生
を
終
え
て
残
る

も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
集
め
た
も
の
で
は
な

く
、
わ
れ
わ
れ
が
与
え
た
も
の
で
あ
る
。』
と

い
う
言
葉
で
す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
成
長
の
た
め
に
、
深
い
愛
情
を
注

ぎ
、
必
要
な
教
育
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

親
や
教
師
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
こ
の
上
な
い

や
り
が
い
の
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
現
代

の
社
会
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国
際
的

な
競
争
の
激
化
、
若
者
の
人
口
減
少
に
よ
る

地
域
社
会
の
活
力
低
下
、
経
済
的
な
格
差
の

藤澤校長協会長祝辞

古谷学校教育幹祝辞

開会のことば

新
年
度
体
制
が
ス
タ
ー
ト
！

第
五
十
四
回
県
高
Ｐ
連
年
次
総
会
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拡
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
は
、
い
じ
め
や
、
不

登
校
な
ど
学
校
不
適
応
の
問
題
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
生
活

環
境
の
変
化
な
ど
、
早
期
に
適
切
な
対
応
が

必
要
な
問
題
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ

ど
、
家
庭
や
学
校
、
関
係
機
関
が
連
携
、
協

力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
家
庭
だ
け
、
ま
た
は

学
校
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
お
互
い
に
信

頼
し
協
力
し
て
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
多
く
あ
る
か
ら
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
大
き
く
三
つ
の
役
割
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
親
や
教
師
が

学
ぶ
場
を
提
供
す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
保

護
者
の
意
見
を
ま
と
め
て
代
表
す
る
こ
と
、

三
つ
目
は
、
人
手
や
予
算
な
ど
で
学
校
を
支

援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

の
方
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
た

だ
く
の
に
は
負
担
感
が
大
き
く
、
努
力
し
て

い
た
だ
い
て
も
す
ぐ
に
は
結
果
に
結
び
つ
か

な
い
場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
Ｐ
・

Ｔ
・
Ａ
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
ど
う
か
、

「（
Ｐ
）
ぱ
っ
と
・（
Ｔ
）
楽
し
く
・（
Ａ
）
明

る
く
」
で
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

福
井
県
高
等
学
校
長
協
会
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
学
校
運
営
や
教
育
活
動
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
に
開
か
れ
た

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
格
別
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
表
彰
状
贈
呈
に
移
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
五
名
が
県
教
育

委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
、
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
五
十
六
名
の
方
々
が
当
連
合

会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。
次
い
で
広
報
紙

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞

藤
島
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
以
下
六
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
表

彰
さ
れ
た
。

　

続
い
て
議
事
に
移
り
、
平
成
二
十
七
年
度

事
業
報
告
、
会
計
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
た

あ
と
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
加
藤

貞
信
羽
水
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
が
選
出
さ
れ

た
。
退
任
役
員
を
代
表
し
て
伊
東
義
之
副
会

長
、
新
任
役
員
を
代
表
し
て
加
藤
会
長
の
挨

拶
の
の
ち
議
事
が
再
開
さ
れ
、
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
審
議
の
う
え

承
認
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
平
澤
前
会
長
が
会
則
第
二
十
一

条
に
あ
る
顧
問
に
就
く
こ
と
が
理
事
会
で
承

認
さ
れ
た
等
の
報
告
が
あ
り
、
下
出
良
一
副

会
長
の
「
閉
会
の
こ
と
ば
」
で
年
次
総
会
は

終
了
し
た
。

　

な
お
、
会
場
受
付
に
設
け
ら
れ
た
熊
本

地
震
の
募
金
箱
に
は
、
羽
水
高
校
か
ら

三
八
、八
四
三
円
、
会
員
か
ら
二
〇
、〇
四
二

円
、
東
日
本
大
震
災
の
募
金
箱
に
は
、
四
、

〇
五
二
円
の
義
援
金
が
集
ま
っ
た
り
全
国
高

Ｐ
連
義
援
金
口
座
に
振
り
込
ん
だ
。

一
、
被
表
彰
者
氏
名 

（
敬
称
略
）

＊
県
教
育
委
員
会
表
彰

碇　
　
　

望
（
敦
賀
気
比
）	

伊
東　

義
之
（
丹
南
）	

竹
内
三
知
夫
（
丸
岡
）

前
田　

周
二
（
武
生
東
）	

渡
邉　

英
明
（
若
狭
東
）

＊
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
表
彰　

各
校
よ
り
推
薦
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
四
十
六
名

二
、
平
成
二
十
八
年
度
役
員
氏
名

会　

長	

加
藤　

貞
信
（
羽
水 

七
月
六
日
ま
で
）　

増
永　

哲
也
（
羽
水 

七
月
七
日
か
ら
）

副
会
長	

理　

事	

宮
越　

秀
哉
（
丸
岡
）	

宮
谷　

正
志
（
福
井
農
林
）

	

板
倉　

行
規
（
武
生
）	

垣
本　

禎
浩
（
若
狭
）

監　

事	

和
田　

良
教
（
足
羽
）	

松
本　

成
樹
（
大
野
）

三
、
平
成
二
十
八
年
度
八
月
以
降
の
主
な
大
会
・
研
修
会

　
＊
全
国
高
Ｐ
連
大
会
千
葉
大
会	

八
月
二
十
五
・
二
十
六
日	

幕
張
メ
ッ
セ

＊
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
研
修
会	

十
月
上
旬

＊
研
究
大
会	

十
一
月
上
旬

下出　良一（坂井）

鈴木　良一（丹南）

馬渕　清和（敦賀）

県教育委員会表彰
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
等
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
機
器
が
普
及
し
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ら
を
手
に
す

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
生

活
習
慣
の
乱
れ
や
ネ
ッ
ト
い
じ
め
等
の
問
題
、

さ
ら
に
は
、
子
ど
も
が
犯
罪
の
被
害
者
や
加

害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
起
き
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、
決
し
て
特

別
な
こ
と
で
は
な
く
、
ど
の
子
ど
も
に
も
起

こ
り
う
る
こ
と
で
す
。

　

実
際
に
子
ど
も
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
場
面
は
、
家
庭
が
最
も
多
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
保
護
者
が
適
切

に
見
守
り
、
ル
ー
ル
を
作
っ
て
守
ら
せ
る
こ

と
は
、
被
害
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
保
護
者
の
責
務
で

あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
成
長
や
身
に
付
け
て
い
る
知
識
・

モ
ラ
ル
・
危
機
回
避
能
力
等
に
合
わ
せ
て
、

ス
マ
ホ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
等
に
関
す

る
「
家
庭
の
ル
ー
ル
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
家
庭
の
ル
ー
ル
」
が
生

き
て
働
く
た
め
に
何

よ
り
も
大
切
な
こ
と

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。「
子
ど
も
を
見

つ
め
、
見
守
る
こ

と
」
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

福
井
県
で
は
、
昨
年
八
月
五
日
に
「
ふ
く

い
脱
ス
マ
ホ
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ

れ
、
各
高
校
か
ら
参
加
し
た
高
校
生
に
よ
る
、

三
つ
の
柱
か
ら
な
る
共
同
宣
言
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
放
的
な
「
夏
休
み
」
を
迎
え
ま
す
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
は
生
活
に
不
可
欠
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
時
代
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
で
安
心
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　ゲームや、インターネット上のコ
ンテンツの閲覧、SNS等でのやり取
りに、やめられなくなるほど依存し
てしまい、日常生活に支障をきたし
てしまうことがあります。

⇒親子のコミュニケーションやス
ポーツ、体験活動の機会も大切
にしましょう。

　悪質なウェブサイトやアプリに
よって個人情報が取得され、迷惑
メールが届いたり、不正請求をされ
たりすることがあります。

⇒個人情報の入力は、ウェブサイ
トやアプリが信用できるかよく
確かめ、保護者の管理下でさせ
ましょう。

　言葉の行き違いや冗談の書き込み
から誤解が生じ、友人関係が悪化し
たり、いじめにつながったりするこ
とがあります。

⇒相手の気持ちを考えてコミュニ
ケーションをとるよう、気を付
けさせましょう。

　インターネット上には、性別や年
齢を偽って近づいてくる人もいます。

⇒インターネットで知り合った人
に個人情報を教えたり、直接
会ったりすることの危険性を伝
えましょう。

①ネット依存

インターネットの利用に関する
問題・トラブル
インターネットの利用に関する
問題・トラブル

知らなかったではすまされない！

③SNS等のトラブル ④見知らぬ人との出会い

②ネット被害

　
保
護
者
の
責
務

「
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
」
に
保
護
者
の
責
務
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
状

況
を
適
切
に
把
握
す
る

◆
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
等
の
利
用
に
よ
り
、

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を

適
切
に
管
理
す
る

◆
子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
適
切

に
活
用
す
る
能
力
の
習
得
の
促
進
に

努
め
る

◆
不
適
切
な
利
用
に
よ
り
、
売
春
、
犯

罪
の
被
害
、
い
じ
め
等
様
々
な
問
題

が
生
じ
る
こ
と
に
留
意
す
る

福
井
県
の
高
校
生
に

よ
る
共
同
宣
言

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
す
ぎ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
生
徒
個
人
の
意

識
を
高
め
な
が
ら
、
お
互
い
の
ル
ー

ル
づ
く
り
、
高
校
生
ら
し
い
使
い
方

に
つ
い
て
生
徒
会
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

◆
「
ふ
く
い
ス
マ
ー
ト
ル
ー
ル
」
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
、
各
学
校
に
お
い
て
、

特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ス
マ
ホ
の
利
用

時
間
や
適
切
な
使
い
方
な
ど
の
具
体

的
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
使
い
す
ぎ
て
い
た
時
間
は
、
高
校
生

と
し
て
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
例

え
ば
、
自
分
の
進
路
や
目
標
を
実
現

す
る
た
め
の
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
人

間
力
を
高
め
る
た
め
の
読
書
、
自
然

や
芸
術
に
触
れ
る
直
接
体
験
な
ど
に

使
っ
て
い
き
ま
す
。

家
庭
の
ル
ー
ル

こ
の
夏
、

ス
マ
ホ
に
つ
い
て
家
庭
で
話
し
合
お
う

こ
の
夏
、

ス
マ
ホ
に
つ
い
て
家
庭
で
話
し
合
お
う
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夏
休
み
が
近
づ
い
て
き
た
。
子
供
の
こ
ろ
の
う

き
う
き
と
し
た
気
持
ち
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

思
い
出
す
。
し
か
し
、
新
学
期
の
始
業
式
の
日
ま

で
あ
と
一
週
間
と
も
な
る
と
…
。

　

『
ス
タ
ン
ド
・
バ

イ
・
ミ
ー
』（
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
キ
ン
グ　

新
潮

文
庫
）
は
、
こ
の
哀
し

い
よ
う
な
寂
し
い
よ
う

な
時
期
を
扱
っ
て
い
る
名
作
で
あ
る
。
子
供
で
も

な
い
が
ま
だ
大
人
に
も
成
り
き
れ
な
い
四
人
の
少

年
の
純
粋
な
友
情
と
涙
を
描
い
た
物
語
と
い
え
よ

う
。（
映
画
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
賞
受
賞
、
ベ

ン
・
Ｅ
・
キ
ン
グ
が
歌
う
主
題
歌
も
有
名
）
本
を

手
に
と
っ
て
、
あ
の
頃
を
思
い
出
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
夏
に
向
け
、「
暑
さ
」
を
友
と
し
汗

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
の
読
書
を
、
皆
さ
ん
に
提
案
し

た
い
。
ま
ず
は
、
幼
い
こ
ろ
を
振
り
返
っ
て
み
よ

う
。
懐
か
し
い
本
を
大
人
に
な
っ
て
読
み
返
す
と
、

ま
た
、
違
っ
た
読
後
感
が
得
ら
れ
る
。

■ 

三
冊
の
絵
本

　

お
話
と
の
出
会
い
を
、
振
り
返
っ
て
み
る
。
最

初
は
、
母
親
で
あ
る
。
子
を
寝
か
せ
た
め
に
、
昔

話
を
何
度
も
し
て
く
れ
た
。「
花
咲
か
じ
じ
い
」「
一

寸
法
師
」「
か
ち
か
ち
山
」
等
。
テ
レ
ビ
も
ス
テ
レ

オ
も
家
に
は
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
何
度
も
何

度
も
お
話
を
せ
が
ん
だ
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。

　

次
は
、
幼
稚
園
や
小
学
校
低
学
年
の
こ
ろ
。
担

任
の
先
生
や
六
年
生
の
女
の
子
が
本
を
読
ん
で
く

れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
母
の
語
る
昔
話
と
は
違
う
お

話
で
新
鮮
で
あ
り
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

後
年
、
題
名
を
思
い
出
そ
う
と
す
る
が
、
分
か
ら

な
い
も
の
ば
か
り
。
そ
れ
で
も
あ
れ
こ
れ
と
探
し

て
、
見
つ
け
出
し
た
も
の
の
中
か
ら
三
冊
を
紹
介
す

る
。
読
む
た
び
に
、
今
で
も
目
頭
が
熱
く
な
る
。

『
な
い
た
あ
か
お
に
』（
浜
田
廣
介
）

　

人
間
と
友
達
に
な

り
た
い
赤
鬼
に
対
し

て
、
友
人
の
青
鬼
が
授

け
た
策
と
は
…
…
。
そ

し
て
、
姿
を
見
せ
な
く

な
っ
た
青
鬼
の
家
の
前

に
た
た
ず
む
赤
鬼
。
戸
口
に
貼
ら
れ
た
手
紙
を
読

む
と
こ
ろ
で
、
泣
く
。

『
か
ら
す
た
ろ
う
』（
八
島
太
郎
）

　

入
学
し
た
時
か
ら
、

誰
か
ら
も
相
手
に
さ
れ

ず
独
り
ぼ
っ
ち
。
い
つ

し
か
「
ち
び
」「
と
ん

ま
」
と
呼
ば
れ
、
み
ん

な
か
ら
疎
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
来
る
日
も
来
る
日
も
一
日

も
休
ま
ず
学
校
に
や
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
六
年

生
に
な
る
。
学
芸
会
の
舞
台
に
彼
が
立
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
皆
が
驚
く
中
、
彼
は
あ
る
こ
と
を
演

じ
始
め
る
。
そ
の
と
こ
ろ
で
、
決
ま
っ
て
涙
が
出

て
く
る
。

『
虔け

ん
じ
ゆ
う十公
園
林
』（
宮
沢
賢
治
）

　

何
を
見
て
も
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
虔
十
。
も

の
を
せ
が
ん
だ
こ
と
も
な
い
虔
十
が
、
初
め
て
母
親

に
頼
み
事
を
す
る
。
家
族
は
そ
の
「
企
て
」
を
聞
き

入
れ
温
か
く
見
守
る
が
、
村
人
は
、
物
笑
い
の
種
に

す
る
。
虔
十
が
死
ん
で
二
十
年
後
、
こ
の
村
出
身
の

大
学
教
授
が
小
学
校
へ

講
演
を
す
る
た
め
帰
郷

す
る
。
そ
し
て
、
あ
の

虔
十
の
「
企
て
」
の
場

所
へ
行
く
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
涙
が
流
れ
る
。

■ 

明
日
の
自
分
を
発
見
す
る

　

自
分
は
何
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
。
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。

　

子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
と
、「
生
き
る
こ
と
」

に
対
す
る
姿
勢
や
軸
足
が
定
ま
っ
て
い
な
い
よ
う

に
見
え
る
。
こ
う
い
っ
た
「
生
き
方
」
や
「
生
き

る
意
味
」
に
つ
い
て
、
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と

を
避
け
る
よ
う
な
時
世
に
な
っ
て
き
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
大
人
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

生
き
方
の
参
考
と
な
る
の
が
伝
記
で
あ
る
。
し

か
し
、
教
科
書
か
ら
伝
記
教
材
が
消
え
て
久
し

い
。
外
国
で
は
、
今
で
も
伝
記
は
と
て
も
大
切
な

教
材
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
っ

て
い
た
時
に
、
福
井
新
聞
で
、
次
の
よ
う
な
記
事

を
目
に
し
た
。

　

生
き
方
や
人
柄
が
表

れ
た
分
か
り
や
す
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
に
、

子
ど
も
時
代
の
様
子
や

成
長
過
程
に
も
触
れ
て

い
る
と
い
う
。
こ
の
冊
子
『
ふ
る
さ
と
福
井
の
先
人

一
〇
〇
人
』
は
全
生
徒
に
配
付
し
、
授
業
の
中
で
活

用
す
る
そ
う
だ
。
あ
り
が
た
い
話
で
あ
る
。

　
「
明
日
の
自
分
を
発
見
す
る
」
こ
と
に
関
心
の
あ

る
方
は
、
福
井
県
ゆ
か

り
の
先
人
を
紹
介
し
て

い
る
「
福
井
県
立
こ
ど

も
歴
史
文
化
館
」（
入
館

料
無
料
、
駐
車
場
有　

福
井
市
城
東
一
丁
目

十
八
ー
二
十
一
）
を
訪

ね
る
こ
と
を
勧
め
た

い
。
子
ど
も
も
大
人
も

楽
し
め
る
空
間
で
あ
る
。

　

一
階
の
受
付
の
と
こ
ろ
で
、
福
井
の
先
人
、
達

人
を
紹
介
し
た
小
冊
子
「
こ
れ
き
人
物
シ
リ
ー
ズ
」

（
現
在
七
巻
ま
で
刊
行
）
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

と
て
も
読
み
や
す
く

て
、
貴
重
な
写
真
も

多
く
、
し
ゃ
れ
た
デ

ザ
イ
ン
の
冊
子
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
本
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
人

物
は
、
継
体
天
皇
を

は
じ
め
と
し
て
、
泰

澄
、
紫
式
部
、
道
元
、
お
市
、
近
松
門
左
衛
門
、

杉
田
玄
白
、
橋
本
左
内
、
岡
倉
天
心
、
藤
野
厳
九

郎
等
一
七
八
人
で
あ
る
。

　

夏
の
暑
い
ひ
と
と
き
を
、
こ
の
静
か
で
涼
し
い

施
設
で
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こども歴史文化館　エントランス

継
体
天
皇
　
由
利
公
正
　
南
部
陽
一
郎
氏
…

先
人
一
〇
〇
人
　
生
き
様
一
冊
に

県
教
委
が
独
自
教
材
　「
暗
唱
ノ
ー
ト
」
も

こ
と
ば
の
森
へ
の
招
待
状

こ
と
ば
の
森
へ
の
招
待
状
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こ
の
企
画
は
、
調
査
広
報
委
員
が
直
接｢

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま｣

し
、
伺
っ
た
話
の
中
か
ら

委
員
独
自
の
感
性
で
こ
れ
は

4

4

4

と
思
わ
れ
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

百
五
十
年
を
超
え

る
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
藤
島
高
校
は
、

「
質
実
剛
健
」
を
旨

と
し
た
教
育
活
動
を

日
々
実
践
し
て
お

り
、
生
徒
た
ち
は
こ

の
校
風
の
も
と
、
真

摯
な
態
度
で
学
問
に

取
り
組
み
、
多
く
の

著
名
人
を
輩
出
し
て

い
る
こ
と
で
も
有
名

で
す
。

　

そ
の
藤
島
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
い
え
ば
、「
広
報
紙4

」
な
ら
ぬ
「
広
報
誌4

」

の
作
成
で
す
。
数
ペ
ー
ジ
の
広
報
紙
が
多
い

中
、
こ
こ
藤
島
で
は
毎
年
約
八
十
ペ
ー
ジ
の

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
通
信
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
編
集
会
議
を
見
学
し
よ
う
と
六
月
中

旬
、
藤
島
高
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
毎
月
慣
例

で
午
後
一
時
か
ら
二
～
三
時
間
も
か
け
て
編
集

会
議
は
行
わ
れ
、
こ
の
日
も
岩
本
会
長
以
下
十

名
の
委
員
が
集
ま
り
、
今
年
度
の
企
画
に
対
す

る
熱
い
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
年
度
末
に
な
る
と
、
さ
ら
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ

プ
す
る
そ
う
で
す
。

　

ま
だ
、
企
画
段
階
な
の
で
こ
こ
だ
け
の
話
で

す
が
、
今
回
の
メ
イ
ン
は
「
藤
高
生
の
実
態
と

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
関
す
る
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
に
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
質
問
内
容
も

・
藤
高
生
は
お
し
ゃ
れ
か
？

・
進
学
希
望
エ
リ
ア
は
？

・
就
職
し
た
い
職
種
、
エ
リ
ア
は
？

・
何
歳
ご
ろ
結
婚
し
た
い
？

な
ど
、
親
と
し
て

興
味
深
い
質
問
ば

か
り
で
、
集
計
結

果
が
楽
し
み
で
す
。

　

そ
の
他
の
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
サ
ロ
ン

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

約
三
十
人
が
自
由

投
稿
し
て
お
り
、

人
生
の
先
輩
と
し

て
の
い
ろ
い
ろ
な

エ
ッ
セ
ー
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
日

は
、
た
ま
た
ま
「
北
信
越
高
校
体
育
大
会
」
の

壮
行
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
陸

上
等
多
数
の
運
動
部
が
出
場
し
て
お
り
、
驚
き

ま
し
た
。
多
く
の
生
徒
が
、
県
大
会
で
引
退
す

る
中
、
生
徒
会
長
か
ら
は
「
藤
島
・
福
井
県
の

代
表
と
し
て
結
果
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
内
容
に
後

悔
を
残
さ
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
」
と
の
言
葉
が

印
象
的
で
し
た
。
文
化
部
系
が
二
十
五
、
運
動

部
系
が
二
十
五
の
部
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
進

学
校
で
十
分
な
活
動
時
間
を
確
保
す
る
の
が
難

し
い
中
、
限
ら
れ
た
時
間
を
活
用
し
て
充
実
し

た
部
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

例
年
、
ほ
ぼ
半
数
の
生
徒
が
、
難
関
国
立
大

学
に
進
学
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
勉
強
、
部
活

と
大
変
で
し
ょ
う
が
、
福
井
県
を
代
表
す
る
高

校
と
し
て
、
彼
ら
の
将
来
の
活
躍
に
期
待
感
が

持
て
る
訪
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
取
材　

福
井
商
業
高
等
学
校　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
前
会
長　

長
谷
川
義
則
）

　

す
が
す
が
し
い
初

夏
の
好
日
に
三
国
高

校
の
佐
々
木
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
を
訪
ね
て
取
材

に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　

通
称
は
「
三
高
（
さ

ん
こ
う
）
」。
学
校
再

編
に
伴
い
家
政
科
が
募

集
停
止
と
な
り
完
全

に
普
通
科
の
み
の
高
校

と
な
り
ま
し
た
。
選
択
科
目
に
よ
り
「
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
活
用
コ
ー
ス
」
と
「
人
間
福
祉
コ
ー
ス
」

が
設
定
さ
れ
独
自
性
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
徒
の
進
路
選
択
の
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
全

体
と
で
生
徒
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
い
う

一
生
懸
命
な
姿
勢
を
拝
察
で
き
ま
し
た
。
そ
の

努
力
が
結
実
さ
れ
、
金
沢
大
学
、
福
井
大
学
、

福
井
県
立
大
学
を
は
じ
め
難
関
国
立
大
学
や
難

関
私
立
大
学
な
ど
に
も
合
格
し
て
い
ま
す
。

　
「
心
高
か
れ
」
と
い
う
校
訓
の
も
と
、
一
、

心
に
志
を
持
ち
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
惜

し
み
な
い
努
力
を
重
ね
る
。
二
、一
人
の
人
間

と
し
て
充
実
し
た
生
き
方
を
目
指
す
だ
け
で
な

く
、
人
々
の
幸
福
と
平
和
や
人
類
の
未
来
を
視

野
に
入
れ
た
生
き
方
を
目
指
す
。
こ
の
姿
勢
が

校
内
で
、
明
る
く
挨
拶
し
て
く
れ
る
生
徒
た
ち

か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
と
し
て
六
月
十
一
日
（
土
）
に

三
高
緑
陵
会
館
に
お
い
て
「
進
学
講
演
会
お
よ

び
短
大
入
試
制
度
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
百
名
以
上
の
保
護
者
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

そ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
説
明
会

で
は
仁
愛
大
学
の
入
試
セ
ン
タ
ー
の
喜
多
智
哉

氏
か
ら
、
入
試
の
シ
ス
テ
ム
や
費
用
の
面
で
保

護
者
が
考
え
て
お
く
べ

き
お
話
を
聞
い
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
進
路
指

導
部
長
か
ら
の
入
試
制

度
説
明
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
毎
年
、
七
月
に
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
進
路
委
員
会
主

催
の
大
学
見
学
会
も
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
中
京
大
学
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
総
勢
二
十
三
名
で
行
か
れ
た
そ

う
で
、
入
試
広
報
課
の
方
か
ら
の
説
明
や
大
学

内
の
様
子
、
模
擬
授
業
の
様
子
、
体
育
館
、
図

書
館
な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
、
生
の
学
生
さ
ん

の
声
も
聞
け
て
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

同
七
月
に
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、
川
元
利
夫
坂
井
市
教

育
長
と
と
も
に
、
三
国
高
校
の
現
在
の
様
子
な

ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
三
国
高
校
の

前
年
度
卒
業
生
か
ら
、
三
国
高
校
の
良
か
っ
た

と
こ
ろ
な
ど
の
お
話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
五
月
の
三
国
祭
り
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
山
車
曳
き
に
参
加
し
た
り
、
祭

り
後
の
清
掃
活
動
に
積
極
的
に
携
わ
っ
た
り

と
、
伝
統
あ
る
地
域
に
根
差
し
た
学
校
ら
し
い

取
り
組
み
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
九
月
の
学

校
祭
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
丸
と
な
っ
て
模
擬
店
を

出
店
さ
れ
ま
す
。
例
年
早
い
時
間
に
売
れ
き
れ

る
商
品
が
で
る
な
ど
大
盛
況
で
、
三
日
目
の
体

育
祭
の
ジ
ュ
ー
ス
販
売
も
生
徒
た
ち
は
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
伝
統
校
ら
し
く

学
校
、
地
域
全
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
「
心
高
か
れ
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

た
活
動
を
献
身
的
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象

を
も
ち
ま
し
た
。

（
取
材　

丸
岡
高
等
学
校　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
前
会
長　

竹
内
三
知
夫
）

藤
島
高
等
学
校

三
国
高
等
学
校

編集会議

北信越大会　壮行会

正門前

三国祭り後の清掃
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各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
議

　

六
月
一
八
日
（
土
）
に
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

会
議
が
中
小
企
業
産
業
大
学
校
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
自
己
紹
介
の
あ
と
、
四
つ
の
委

員
会
に
別
れ
て
今
後
の
活
動
計
画
を
協
議
し

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
引
き
続
い
て
、
拡
大
実

行
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。
北
信
越
地
区
高

Ｐ
連
研
究
大
会
福
井
大
会
に
つ
い
て
、
準
備

状
況
の
確
認
と
部
会
間
の
調
整
等
を
行
い
ま

し
た
。県

高
Ｐ
連
会
長
を
新
た
に
選
出

　

加
藤
貞
信
会
長
の
辞
任
申
し
出
（
六
月

二
七
日
）
に
伴
い
、
新
た
な
会
長
の
選
出
を

行
い
ま
し
た
。
北
信
越
地
区
研
究
大
会
福
井

大
会
ま
で
一
週
間
ほ
ど
に
迫
る
中
で
の
選
出

と
な
り
ま
し
た
が
、
役
員
候
補
者
届
け
出
、

選
考
の
た
め
の
理
事
会
開
催
、
各
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
承
認
手
続
き
を
短
期
間
の
中
で
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
会
長
に
は
、
増

永
哲
也
氏
（
福
井
大
会
実
行
委
員
会
総
務
部

長
・
羽
水
高
校
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

緊
急
事
態
と
い
う
こ
と
で
、
会
則
に
定
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

北
信
越
地
区
研
究
大
会

福
井
大
会

盛
会
裏
に
閉
幕
す
る

　

七
月
八
日
（
金
）
九
日
（
土
）
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
北
信
越
地
区
研

究
大
会
福
井
大
会
」
が
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

70
年
ぶ
り
の
改
革

18
歳
選
挙
権
、
施
行
さ
れ
る

　

一
九
四
六
年
以
来
、
七
〇
年
ぶ
り
に
「
公

職
選
挙
法
」
が
改
正
（
平
成
二
八
年
六
月

一
九
日
施
行
）
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が

「
十
八
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
そ
の

最
初
の
選
挙
が
七
月
一
〇
日
投
票
の
参
院
選

で
あ
っ
た
。

　

日
本
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会

を
迎
え
た
。
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
日
本

の
未
来
を
作
り
担
う
存
在
で
あ
る
一
〇
代
が
、

よ
り
早
く
選
挙
権
を
持
つ
こ
と
で
社
会
の
担

い
手
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
若
い
う
ち
か
ら

持
ち
、
主
体
的
に
政
治
に
か
か
わ
る
若
者
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
選
挙
権
年
齢
の

引
き
下
げ
と
い
う
。

　

国
は
、
選
挙
の
重
要
性
を
説
明
し
た
副
教

材
「
私
た
ち
が
拓
く
日
本
の
未
来
」
を
全
国

の
高
校
生
に
配
布
し
、
県
で
は
、
こ
の
副
教

材
を
授
業
等
で
活
用
し
た
主
権
者
教
育
を
実

施
し
、
各
市
町
の
選
管
は
、
県
下
の
高
校
で

選
挙
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
家
庭
で
は
、
こ
の
改
正

公
職
選
挙
法
の
施
行
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
親
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
選
挙
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

最優秀賞に藤島高校
第 1 3 回  広 報 紙 コ ン ク ー ル

　平成28年度広報紙コンクール審査会が４月23日㈯に県生活学習館において開催された。特別審査員に㈱福
井新聞社編集局メディア整理部長の奥出剛士氏、河和田屋印刷㈱営業第一課長の黒田清仁氏をお迎えして、８
名が加盟27校から応募のあった広報紙の審査に当たった。
　審査後の講評をまとめると、甲乙つけがたい作品が多く、評価点を付けるのに苦労した。読まれるための工
夫として、①会員の知りたいというニーズを踏まえた内容を、②「見出し・レイアウト・つくり」を考え、③
写真だけを並べるのではなく、④文章で的確に表現し、その中に、⑤保護者や生徒、教員の声をすくい上げて
いくことを心がけると、さらに良い広報紙になるとのことであった。
　最終的に最優秀賞1校、優秀賞2校、佳作3校を選んだ。8月に開催される全国高Ｐ連千葉大会では、福井県
代表として藤島高校と三国高校の広報紙を掲示することも決定した。
　表彰は、6月1日㈬の年次総会の席上で行った。

最 優 秀 賞 藤島高校

優 秀 賞 三国高校　科学技術高校

佳 作 足羽高校　大野高校
敦賀気比高校

藤島高校 三国高校 科学技術高校
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